





























































































































































































（ 6 〜 8 歳）することができるようになった［脇
田 2009］。
　初等教育は，基本的に 8 年一貫制をひき，第
1 サイクル（第 1 〜 4 学年）と第 2 サイクル（第
5 〜 8 学年）の 2 段階に分かれるが，2004/05

















5 年生か 7 年生から始めることのでき，4 年制 , 
6 年制 , 8 年制ギムナジウムがある［Eurydice 
2018］。初等教育も， 4 年制， 6 年制， 8 年制
から選択できるが，4 年制小学校を選択すると，
8 年制ギムナジウムに進む。 6 年制小学校を選
択すると， 6 年制ギムナジウムに進む。 6 歳か
ら14歳までの 8 年制初等教育を受けた場合は，





2013年 9 月から 9 学年で職業教育を受ける生徒
に適用されている［Eurydice 2018］。
　高等教育は，ボローニャ・プロセス（Bologna 
Process）（ 1 ） の一環として，他の EU 諸国同様，
組織・運営管理・財政・カリキュラムなど多岐
に渡っている。2005年の高等教育法により，
2006年 9 月からは 3 年間の学士課程，大学院と











































間に 2 つの外国語が必修である。第 1 外国語は
初等教育の第 4 学年から始まる （ 2 ）。後期中等
教育に入るとギムナジウムや特定条件を満たす
技術中等学校では第 2 外国語が必修となる。な


















Learning：CLIL）（ 3 ） に基づいて行う学校と，














































である （ 5 ）。約半数がブダペストに居住し，多
い地区は移民の子どもの割合が 5 〜 8 ％に達し
ている［Vámos 2013］。ブダペストのランクの








































2004年 3 月のプレ申し込み時では 8 年制を予定
していたが，高学年の申し込み人数が少なく，
また予算上の問題もあったため，初年度は 4 年
























　ヴァモスは，A 校での 2005年から 2008年ま
での共同調査と2013年までの継続調査に基づい

























1 学年から第 8 学年には各 2 クラスあり， 1 ク
ラスの生徒数は27人〜31人である。2016年には































































































が中国にいるのは 1 人である。 2 人は，B 校入























































校が開校した。 5 区と中国系移民が多い 8 区に
校舎がある。第 1 学年から週に英語が 7 〜 8
レッスンあり，コミュニケーションに使用する
のは英語である。第 1 学年から第 4 学年では，
基礎科目はハンガリー語で教えられ，教科の 6
割が英語で，第 5 学年から第 8 学年では教科の















スを受講する。第 6 ， 8 ，10学年では，ハンガ
リー語で数学の試験を受けなくてはならないの
で，数学は第 1 学年から第 8 学年までハンガ








人 8 人，シリア人 6 人である。筆者は小学校第











































である。第 9 学年の全生徒21人の内中国人は 6
人，第10学年は16人の内 9 人，第11学年は14人





























　以上から，C 校は， 3 年前から幼稚園から高
校で中国人の子どもが増えた。ハンガリー生ま
れで，10歳位まで中国の祖父母の元で過ごし，



















徒が最も多いのは第 9 学年で， 1 クラス11人の
内 7 人が中国人で，固まって中国語を話してい
るとのことであった。この 7 人の年齢は15〜17
歳である。他の学年には第 7 学年と第 6 学年に
各 1 人，低学年に 5 人がいる。教授語はすべて
英語で，ハンガリー語とドイツ語授業が週に 3
レッスンある。







































　A さんは週に 3 回，自宅からトラムで30分
のところにある英語補習校に通う息子に付き
添っている。息子は午前 9 時から午後 3 時まで，











































　現在息子は 6 歳になり， 3 歳からハンガリー
人の子どもが多数派を占める地元の幼稚園に
通っている。通常は 6 歳から小学校に入学する












































　移住当時 6 歳だった息子は，第 1 学年から地
元の公立バイリンガル小学校に通い，現在第 3














































































子が第 1 学年の時には学校に中国人は息子 1 人
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（2018年 5 月 2 日閲覧）
B 校 HP







　　In recent years, particularly the past three years, there has been an increase in the number of children 
from China entering schools in Budapest, and their presence as international students has become noticeable. 
This article investigates the educational strategies of the increasing number of Chinese families in Budapest 
in recent years by clarifying the situation of education at day schools attended by Chinese students in Hungary 
and how Chinese parents think about their children’s education. The present study is based on a survey that I 
carried out in Budapest in March 2018 in three bilingual schools with a large number of Chinese children and 
one international school. I interviewed Chinese students attending these schools and their teachers and carried 
out participant observation during lessons. Moreover, I interviewed five Chinese parents regarding their views 
on their children’s education.
 To be concluded, the Chinese students in Budapest today fit into two categories, particularly students between 
the ages of 10 and 15 who had come from China in the last three years. In the first category are children who 
had moved to Budapest with both of their parents or just their mother, due to the Chinese parents’ work 
circumstances and the investor permanent residence system; and in the second are children born in Hungary 
but raised by their grandparents in China until the age of 10 or so, after which they re-joined their parents in 
Budapest. These Chinese students tend to have little skill in Hungarian and in English and are burdened with 
handicaps in both languages. The parents are happy with their lives in Budapest, and all except continue 
living in Budapest but thought it important that their children learn English so that in the future they could 
pursue further education in countries other than Hungary. However, parents whose children are in 
kindergarten or elementary school thought it important that their children learn Hungarian and adapt to 
Hungarian schools until high school.
Key words:  education strategies, Hungary, Chinese families, international school ,bilingual school
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